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はしがき

本研究成果報告書は､平成14年度～平成1 6年度に文部科学省ならびに日本学術振興会より交

付された科学研究費補助金･基盤研究(B) ｢超高速ノンブロック･ネットワーク構成方式に関する研

究｣の研究成果を､国内外において発表してきた研究論文に基づき取りまとめたものである｡

最先端科学技術分野のみならず一般社会でも､超高速ネットワークは情報基盤インフラとして期

待が寄せられている｡近年のVLSI技術の発展によりネットワーク性能は､飛躍的な高速･広帯域化

を実現した｡しかし､刻一刻と増大する膨大な通信要求量のため､より高連な次世代ネットワークの

実現が望まれている｡次世代超高速ネットワークではペタバイトの伝送性能が必要とされ､多重伝送

方式に代わり波長多重伝送方式(ⅧM)が注目されている｡この波長多重伝送方式では､現在の光接

続(コネックション)を変更することなく多数の結合要求を持卿寺に実現する超高速ノンブロック･ネ

ットワーク構成方式の確立が不可欠である｡

我々は､ 3Ⅹ3ノンブロック･ネットワークが2つの3ループを共有(self-healing ring)構成し､

ネットワーク上の通信接続状態の追加･削除(add ･血op)を有効に行え､最小の光スイッチ素子を用

いて構築が可能であることを示した.このメカニズムにより複数のバックボーン間の通信を高速に行

う方式に着目し､本研究では小規模な光スイッチング･デバイスを用いて3Ⅹ3ワイドセンス･ノン

ブロック･ネットワーク方式である再帰構造多段結合型スイッチネットワークを提案した｡また､再

帰構造多段結合型スイッチネットワークが､半数のコネクションをブロックせず接続変更が可能なワ

イドセンス･ノンブロッキングであり､クロストークやスイッチロスを最小にするネットワーク方式

であることを明らかにした｡更に､このワイドセンス･ノンブロック光スイッチング網を用いて大規

模超高速ネットワークを構成できることを明らかにした｡

現在､国際通信の分野ではグローバル,化が進み､各国では超高速ネットワークのインフラ整備に

精力的取り組んでいる｡様々な高速通信技術が提案されているが､光波長多重伝送方式は各先進国で

敷設されたファイバを有効に使用できる方式であり､今後の基盤通信技術として研究開発されること

は間違いない｡本研究の超高速ノンブロック･ネットワーク構成方式は､光波長多重伝送方式を実現

するための一つの重要な基盤技術である｡これらの基礎技術が確立されれば､近未来の超高速･広帯

域ネットワークの実用化に寄与し､現在のわが国の情報通信技術を飛躍的に向上させることができる｡

本研究成果が､今後ますます発展する最先端科学技術分野で必要とされる超高速オプティカル･

ネットワークの研究に大いに役立つことを願っている｡この研究成果報告書が､これら関係分野の研

究者各位のお役に立てば幸いである｡
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